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平成 31 年３月期 第２四半期累計期間の業績予想と実績値の差異および通期業績予想 

の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

平成 30 年 5 月 8 日に公表いたしました平成 31 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実績値に

差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

また、最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年 5 月 8 日に発表した業績予想および期末配当予想を下記のとおり修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

1. 第２四半期累計期間の業績予想と実績値の差異について 
平成 31 年３月期 第２四半期累計期間の連結業績予想と実績値の差異 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

4,300 

百万円 

165 

百万円 

176 

百万円 

118 

円 銭 

29.11 

第２四半期累計期間実績(B) 4,229 103 118 80 19.88 

増減額(B-A) △70 △61 △57 △37  

増減率(%) △1.6 △37.1 △32.7 △31.7  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 30 年 3 月期第 2 四半期） 
4,011 184 195 129 31.85 

 

平成 31 年３月期 第２四半期累計期間の個別業績予想と実績値の差異 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 30 年 9 月 30 日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

3,400 

百万円 

150 

百万円 

105 

円 銭 

25.91 

第２四半期累計期間実績(B) 3,339 92 79 19.61 

増減額(B-A) △60 △57 △25  

増減率(%) △1.8 △38.6 △24.3  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 30 年 3 月期第 2 四半期） 
3,143 173 131 32.54 

 

 

 

 



 

2. 通期業績予想の修正について 
平成 31 年３月期 連結業績予想の修正について 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

8,700 

百万円 

330 

百万円 

335 

百万円 

235 

円 銭 

57.98 

今回修正予想(B) 8,700 240 246 170 41.94 

増減額(B-A) ― △90 △89 △65  

増減率(%) ― △27.3 △26.6 △27.7  

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年 3 月期） 
8,365 386 418 278 68.82 

 

平成 31 年３月期 個別業績予想の修正について 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

6,800 

百万円 

230 

百万円 

165 

円 銭 

40.71 

今回修正予想(B) 6,800 155 118 29.11 

増減額(B-A) ― △75 △47  

増減率(%) ― △32.6 △28.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年 3 月期） 
6,601 289 208 51.40 

 
3. 差異および業績予想の修正の理由 

【個別業績予想と実績値の差異】 

売上高について 

建設工事事業において、新築戸建住宅向けの各種工事の減少や度重なる台風などの自然災害の影響により、工

事期間の変更や完成引渡時期の延期を余儀なくされた物件があったことにより、業績確保は厳しい状況となりました。

上記の理由により、売上高が予想に対して 1.8％減少いたしました。 

 

経常利益、当期純利益について 

経常利益につきましては、上記売上高の減少に加えて、主として、受注案件の大型化に伴うコスト増加や賃金相場

などの原価上昇により、38.6％減少いたしました。また、四半期純利益につきましても予想に対して 24.3％減少いたし

ました。 

 

【連結業績予想と実績値の差異】 

売上高について 

上記の個別業績予想と実績値の差異の影響により、売上高が予想に対して 1.6％減少いたしました。 

 

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益について 

上記の売上高減少の影響により、予想に対して営業利益では 37.1％、経常利益では 32.7％、親会社株主に帰属

する四半期純利益では 31.7％、それぞれ減少いたしました。 

 

【業績予想の修正について】 

上記の第２四半期累計期間の実績を踏まえ、通期業績予想の見直しをいたしました。 



4. 配当予想の修正について 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

 
年間配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

前回予想 

(30 年 5 月 8 日発表) 

円 銭 

― 

円 銭 

0.00 

円 銭 

― 

円 銭 

15.00 

円 銭 

15.00 

今回修正予想 ― 0.00 ― 12.00 12.00 

当期実績 ― 0.00 ―   

前期実績 

（平成 30 年 3 月期） 
― 0.00 ― 15.00 15.00 

 

修正の理由 

配当につきましては、当社の業績や財務内容及び経済動向などを総合的に勘案し、配当性向については、純資

産配当率が３％を超えない範囲で 20％以上を基準としております。 

上記に記載のとおり、通期において利益が減少することが見込まれるため、期末配当予想につきまして、前回予想

の１株当たり 15 円 00 銭から、3 円 00 銭減配の１株当たり 12 円 00 銭とさせていただく予定であります。 

 

 

 

※業績予想数値につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


